
共
産
党
市
議
団
４
議
員

に
対
し
、
市
議
会
議
員
政

治
倫
理
条
例
に
基
づ
く
審

査
請
求
が

日
、
議
長
に

27

提
出
さ
れ
、

日
受
理
さ

28

れ
ま
し
た
（
左
図
）。

請
求
者
は
、
小
野
由
夫

（
無
所
属
）・
黒
井
浩
之（
公

明
）・
佐
藤
麻
里
（
新
政
ク

ラ
ブ
）
の
３
議
員
で
す
。

詳
し
く
は
「
新
つ
る
お

か
」

月
６
日
号
を
参
照

11

下
さ
い
。

新
政
ク
ラ
ブ
が
「
ガ
ソ

リ
ン
代
私
的
流
用
」
政
倫

審
で
問
題
に
さ
れ
た
た
め
、

「
や
ら
れ
た
ら
や
り
返
す
」

幼
稚
な
手
法
で
、
共
産
党

市
議
団
の
公
開
資
料
を「
あ

ら
探
し
」
し
、
政
倫
審
を

多
数
の
力
で
発
動
し
た
も

の
で
す
。

市
民
の
批
判
が
高
ま
る

議
会
で
「
火
に
油
」
で
す
。

「
百
条
委
」
も
報
復
で

市
長
に
対
す
る
「
百
条

委
員
会
」
も
、
市
長
選
敗

北
の
「
報
復
」
で
す
。

彼
等
が
「
あ
ら
探
し
」

の
尋
問
を
繰
り
返
し
、
マ

ス
コ
ミ
か
ら
も
、「
百
条
委
、

政
争
の
場
で
な
い
」（
山
新

社
説
９
月

日
）、「
対
立

20

と
分
断
深
め
る
百
条
委
」

（
荘
内
日
報

月
７
日
）

10

と
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

出
羽
商
工
会
も
問
題
視

出
羽
商
工
会
の
上
野
隆

一
会
長
は
、

月

日
の

10

26

市
長
と
議
長
に
対
す
る
要

望
の
中
で
、
次
の
よ
う
に

取
り
上
げ
ま
し
た
。

☆

☆

☆

喫
緊
の
課
題
と
し
て
、

市
長
と
議
会
と
の
間
に
確

執
が
続
い
て
い
る
こ
と
に

よ
り
、
市
当
局
が
緊
張
し

施
策
に
保
身
的
姿
勢
が
表

れ
、
事
業
者
の
立
場
や
生

活
者
で
あ
る
市
民
と
し
て

の
立
場
か
ら
の
視
点
が
阻

害
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

市
政
の
両
輪
で
あ
る
市

長
と
市
議
会
が
、
こ
の
軋

轢
の
生
じ
て
い
る
関
係
を

一
日
も
早
く
改
善
し
な
い

限
り
、
市
民
の
た
め
の
自

由
で
闊
達
な
政
策
作
り
は

望
め
ま
せ
ん
。

双
方
が
柔
軟
か
つ
円
滑

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
持
ち
、
市
民
及
び
事
業

者
の
利
益
を
最
優
先
に
し

た
施
策
が
実
現
さ
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

給
食
無
償
化
に
抵
抗

し
か
し
、

月

日
の

10

27

臨
時
議
会
で
、「
物
価
高
騰

に
よ
る
保
護
者
の
負
担
を

軽
減
し
た
い
」
と
し
て
提

案
し
た
「
５
ヶ
月
間
の
学

校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
」

に
対
し
、

尾
形
昌
彦
議
員（
新
政
）

は
、「
半
額
支
援
と
か
、
第

２
子
な
ど
対
象
者
を
絞
る

考
え
は
な
か
っ
た
の
か
」、

「
財
政
の
裏
づ
け
が
あ
っ

て
の
一
時
的
な
も
の
と
確

認
し
た
い
」、

渋
谷
耕
一
議
員（
新
政
）

は
、「
唐
突
で
軽
々
だ
。
ど

ん
な
メ
ン
バ
ー
で
決
め
た

の
か
」
な
ど
、
抵
抗
す
る

質
疑
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

市
民
は
、
学
校
給
食
の

完
全
無
償
化
に
、
も
ろ
手

を
挙
げ
て
大
歓
迎
で
す
。
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10月 38人 36,503円
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共
産
党
市
議
団
に
政
倫
審
を
発
動

批
判
高
ま
る
議
会
で「
火
に
油
」



第
１
回
「
ほ
っ
と
ま
ん

ぷ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
食

料
支
援
）
が

月

日
、

10

29

市
勤
労
者
会
館
で
開
か
れ
、

山
形
大
学
農
学
部
や
東
北

公
益
文
科
大
学
の
学
生
43

人
が
来
場
し
ま
し
た
。

「
ア
パ
ー
ト
に
投
函
し

た
チ
ラ
シ
を
見
た
」、「
友

達
か
ら
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
見

た
」
と
、
次
々
と
学
生
が

来
場
し
ま
し
た
。

支
援
協
力
の
米
や
レ
ト

ル
ト
食
品
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

な
ど
を
入
れ
た
基
本
セ
ッ

ト
に
加
え
、
新
鮮
な
野
菜

や
カ
ッ
プ
麺
、
お
菓
子
、

生
理
用
品
、日
用
品
な
ど
、

準
備
し
た
物
資
を
手
に
し

ま
し
た
。

民
青
同
盟
が
実
施
し
た

「
学
生
生
活
実
態
ア
ン
ケ

ー
ト
」
に
は
、
全
員
が
応

じ
、

「
物
価
高
騰
で
大
打
撃
。

コ
ロ
ナ
倒
産
で
バ
イ
ト
が

無
く
な
っ
た
」、

「
水
光
熱
費
も
上
が
り
、

厚
着
で
暖
房
費
抑
え
る
」、

「
卒
業
後
の
奨
学
金
返
済

も
心
配
だ
。
コ
ロ
ナ
で
退

学
し
た
人
も
い
た
」な
ど
、

深
刻
な
実
態
が
次
々
と
出

さ
れ
ま
し
た
。

（
記
・
長
谷
川
剛
）

追
悼
演
説
に

野
田
さ
ん
は
、
追
悼
演

説
に
す
っ
た
も
ん
だ
の
末

に
選
ば
れ
た
ん
で
し
た
ナ
。

政
敵
で
あ
る
彼
で
も
、
首

相
経
験
者
だ
っ
た
か
ら
と

彼
に
落
ち
着
い
た
ん
だ
と

思
っ
て
い
る
が
。

▲
今
国
会
は
、
追
悼
さ
れ

る
者
が
犯
し
た
罪
が
死
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
な
り
、

民
主
主
義
の
根
幹
で
あ
る

選
挙
が
歪
め
ら
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
、
連
日

追
求
さ
れ
て
い
る
中
で
行

わ
れ
た
と
は
、
皮
肉
な
場

所
じ
ゃ
な
い
で
す
が
。

▲
中
で
、
言
葉
と
言
葉
、

魂
と
魂
と
を
ぶ
っ
つ
け
あ

い
、
真
剣
勝
負
を
闘
い
た

か
っ
た
、
と
語
っ
て
い
た

が
、
こ
れ
も
皮
肉
か
と
思

っ
た
り
し
て
。
俺
は
国
会

中
継
を
視
て
い
て
、
彼
に

真
剣
さ
を
感
じ
る
事
が
無

か
っ
た
で
す
ナ
～
。
同
じ

事
を
何
回
も
繰
り
返
し
の

答
弁
は
、
的
を
外
し
た
答

弁
で
時
間
潰
し
と
イ
ラ
イ

ラ
し
て
テ
レ
ビ
を
視
て
い

た
も
の
で
し
た
か
ら
。

▲
そ
ん
な
彼
の
答
弁
を
、

国
会
と
国
民
を
愚
弄
し
た

も
の
と
視
て
い
た
も
の
で

す
。
そ
の
答
弁
に
は
、
桜

を
観
る
会
で
は
１
１
８
回
、

公
文
書
の
改
ざ
ん
で
は
１

３
９
回
も
ウ
ソ
が
あ
っ
た

と
い
う
事
で
す
よ
。
そ
れ

を
調
べ
た
衆
議
院
調
査
局

に
は
、
何
が
ど
う
ウ
ソ
な

の
か
教
え
て
も
ら
わ
ね
ば
。

▲
放
っ
た
強
烈
な
光
も
、

そ
の
先
に
伸
び
た
影
も
、

言
葉
の
限
り
を
尽
く
し
て

問
い
続
け
た
い
、
と
も
語

っ
て
い
た
が
、
影
は
大
き

い
し
、
壊
し
た
民
主
主
義

を
ど
う
取
り
返
す
の
か
。

統
計
ま
で
作
り
上
げ
て
２

度
も
消
費
税
を
上
げ
た
。

世
界
の
中
で
は
、
今
の
景

気
に
消
費
税
を
下
げ
て
い

る
国
が
多
い
と
聞
い
て
い

る
が
、
我
が
国
会
で
は
拒

否
さ
れ
て
い
る
。

▲
政
治
の
本
舞
台
は
、
将

来
が
あ
っ
た
は
ず
・
に
は
、

ま
い
っ
た
ね
。
彼
が
頑
張

る
ほ
ど
、
今
以
上
に
統
一

教
会
が
入
り
こ
む
事
に
な

る
ん
だ
か
ら
サ
。（
石
川
）

捜
査
し
、
彼
に
関
係
す
る

書
類
な
ど
を
押
収
し
た
。

同
年
の
内
務
省
警
保
局『
社

会
運
動
の
状
況
』
文
化
運

動
の
一
節
は
、
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
あ
る
。

「
山
形
県
当
局
に
於
い
て

は
、
東
北
地
方
に
お
け
る

生
活
主
義
教
育
運
動
の
中

心
人
物
に
し
て
元
教
労
事

件
関
係
者
村
山
俊
郎
（
マ

マ
）
一
派
の
行
動
に
付
き

鋭
意
視
察
内
偵
に
務
め
た

る
結
果
、
彼
ら
の
生
活
主

義
教
育
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

リ
ア
リ
ズ
ム
を
基
本
方
針

と
し
、
教
労
の
極
左
的
偏

向
と
機
械
的
公
式
論
と
を

生
活
綴
方
事
件
と
俊
太
郎

①
教
育
運
動
の
主
導

者
と
し
て
検
挙

話
し
は
前
後
し
て
し
ま
っ

た
。１

９
４
０
年
２
月
６
日
、

朝
、
警
察
は
俊
太
郎
を
、

勤
務
校
の
山
形
市
第
八
尋

常
小
学
校
宿
直
室
で
、
治

安
維
持
法
違
反
容
疑
で
検

挙
し
た
。

同
時
に
自
宅
を
も
家
宅

是
正
し
、
客
観
情
勢
に
適

合
せ
る
運
動
方
針
と
し
て

採
用
せ
ら
れ
た
る
も
の
に

し
て
其
の
本
質
に
於
て
は

教
労
と
何
等
異
な
る
所
無

き
こ
と
︙
」
と
。

俊
太
郎
を
東
北
地
方
に

お
け
る
生
活
主
義
教
育
運

動
の
中
心
人
物
と
し
、
俊

太
郎
の
検
挙
か
ら
、
東
北

各
県
・
北
海
道
・
東
京
な

ど
に
検
挙
者
が
拡
大
し
、

百
名
以
上
に
の
ぼ
っ
た
。

う
ち
北
海
道
は

人
と

50

い
う
大
事
件
で
、
新
聞
は

〝
教
育
赤
化
の
全
貌
〟
な

ど
と
し
、
共
産
党
系
の
仕

業
の
ご
と
く
一
斉
に
報
道

し
た
。

ひ
と

村
山
俊
太
郎
・
ひ
で
夫
妻

青
山

崇

三
浦
綾
子
（
１
９
２
２

：
旭
川
～
１
９
９
９
年
）

は
、
１
９
９
４
年
こ
の
事

件
を
作
品
化
し
、『
銃
口
』

を
発
行
し
た
。

俊
太
郎
の
検
挙
は
、
旧

櫛
引
町
泉
流
寺
の
エ
ス
ぺ

ラ
ン
チ
ス
ト
斎
藤
秀
一
の

検
挙
取
調
べ
中
に
、
東
京

の
「
生
活
学
校
」
同
人
・

黒
滝
成
至
と
の
関
係
を
把

握
し
た
こ
と
が
発
端
と
な

っ
た
。（
つ
づ
く
）

第
１
回
食
料
支
援

「
厚
着
で
暖
房
費
抑
え
る
」


